
第
五
十
二
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
大
会
開
催

全
国
か
ら
七
百
五
十
名
が
参
加

木
材
の
復
権
へ
の
決
意
を
新
た
に
　
宣
言
決
議
を
採
択

「
人
に
や
さ
し
い
木
の
文
化
と
社
会

を
め
ざ
し
て
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
掲
げ
た
第
五
十
二
回
全
国
木
材

産
業
振
興
大
会
が
、
十
一
月
九
日

（
木
）
奈
良
県
奈
良
市
の
「
な
ら

一
〇
〇
年
会
館
」
に
お
い
て
全
国

か
ら
七
百
五
十
名
が
参
加
し
開
催

さ
れ
た
。

　

第
一
部
は
、
国
歌
斉
唱
の
後
、

立
岡
徹
全
木
連
近
畿
支
部
長
の
開

会
の
言
葉
、
こ
の
一
年
間
の
物
故

者
に
対
す
る
黙
と
う
と
続
き
、
甲

村
侑
男
奈
良
県
木
協
連
会
長
に
よ

る
歓
迎
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
続

い
て
吉
条
良
明
全
木
連
会
長
に
よ

る
主
催
者
挨
拶
、
来
賓
と
し
て
出

協
会
長
に
よ
る
現
地
基
調
報
告
に

続
き
、
榎
本
長
治
和
歌
山
県
木
協

連
会
長
が
大
会
宣
言
（
別
掲
）
を

朗
読
し
、
満
場
一
致
で
決
議
し
た
。

さ
ら
に
森
田
一
行
全
木
連
常
務
理

事
が
、「
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向

け
た
共
同
行
動
宣
言
二
〇
一
七
」

に
つ
い
て
報
告
し
、
満
場
の
賛
同

を
得
た
後
、
吉
条
全
木
連
会
長
に

よ
る
決
意
表
明
が
行
わ
れ
た
。

主催者挨拶　吉条良明全木連会長
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席
さ
れ
た
牧
元
幸
司
・
林
野
庁
次

長
（
齋
藤
健
農
林
水
産
大
臣
代
理
）、

長
谷
川
貴
彦
・
国
交
省
住
宅
局
住

宅
生
産
課
長
（
石
井
啓
一
国
土
交

通
大
臣
代
理
）、
福
谷
健
夫
農
林
部

長
（
荒
井
正
吾
奈
良
県
知
事
代
理
）、

仲
川
げ
ん
奈
良
市
長
が
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
た
。
参
列
さ
れ
た
来
賓
紹

介
の
後
、
垣
本
浩
良
奈
良
県
木
青

開会の言葉　立岡全木連近畿支部長

歓迎の挨拶　甲村奈良県木協連会長来賓祝辞　牧元林野庁次長



森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た

共
同
行
動
宣
言
二
〇
一
七

　

林
業
協
会
・
全
木
連
・
全
森
連
・

　

林
経
協
・
全
素
協
・
全
市
連
の　
　
　

　

６
団
体
が
行
動
宣
言
採
択

　

第
二
部
は
、
法
相
宗
大
本
山　

薬
師
寺
管
主
の
村
上
太
胤
師
に
よ

る
「
奈
良
仏
教
と
樹
の
文
化
」
と

題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

軽
妙
な
語
り
口
で
、
仏
教
伝
来
か

ら
の
歴
史
や
日
本
人
の
仏
教
感
、

薬
師
寺
で
の
生
活
な
ど
、
時
折
、

会
場
の
笑
い
を
誘
い
な
が
ら
の
楽

し
く
中
身
の
濃
い
講
演
と
な
っ

た
。

　

第
三
部
の
表
彰
式
は
、
坂
東
正
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一
郎
全
木
協
連
会
長
の
挨
拶
、
牧

元
次
長
（
沖
修
司
林
野
庁
長
官
代

理
）
祝
辞
の
後
、退
任
団
体
長
表
彰
、

木
材
産
業
功
労
者
表
彰
、
協
同
組

合
事
業
功
績
者
・
優
良
組
合
表
彰

が
行
わ
れ
、
有
馬
啓
子
大
阪
府
木

連
理
事
が
受
賞
者
を
代
表
し
て
謝

辞
を
述
べ
た
。　
　

　

次
い
で
、
次
期
開
催
地
の
広
島

県
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
後
に
菅
野
康

則
全
木
連
中
国
支
部
長
か
ら
開
催

Ｐ
Ｏ
等
と
力
を
合
わ
せ
国
産
材
の

安
定
供
給
・
需
要
拡
大
を
実
現
し

て
い
く
た
め
、「
国
産
材
を
活
用

し
日
本
の
森
林
を
守
る
運
動
推
進

協
議
会
」
を
設
立
し
た
。
関
係
六

団
体
は
十
月
二
十
七
日
に
「
森
林
・

林
業
の
再
生
に
向
け
た
共
同
行
動

宣
言
二
〇
一
七
」
に
署
名
し
、
こ

の
中
で
同
協
議
会
が
、
消
費
者
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

環
境
問
題
、
地
方
創
生
等
に
関
心

を
持
ち
、
そ
れ
を
行
動
に
移
す
こ

と
を
宣
言
す
る
企
業
を
、「
日
本

の
森
林
を
守
る
た
め
に
共
に
行
動

す
る
企
業
」
と
し
て
認
定
す
る
等

に
よ
り
、
国
産
材
の
安
定
供
給
・

需
要
拡
大
へ
向
け
た
具
体
的
な
行

動
を
展
開
し
て
い
く
方
針
が
、
今

大
会
で
了
承
さ
れ
た
。

　

日
本
の
森
林
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植

え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
森
林
の

循
環
サ
イ
ク
ル
を
着
実
に
構
築
し

て
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
全

木
連
と
全
森
連
は
、
平
成
二
十
六

年
に
「
木
材
利
用
拡
大
な
く
し
て

日
本
の
森
林
・
林
業
の
活
性
化
は

成
し
え
な
い
」
と
の
共
通
認
識
の

下
、「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
の

実
現
に
向
け
た
行
動
宣
言
」
を
行
っ

た
。
翌
二
十
七
年
に
は
日
本
林
業

協
会
、
日
本
林
業
経
営
者
協
会
、

二
十
八
年
に
は
全
国
素
材
生
産
業

来賓祝辞　長谷川国交省住宅生産課長

現地報告　垣本奈良県木青協会長

来賓祝辞　仲川奈良市長

大会宣言　榎本和歌山県木協連会長

記念講演　村上薬師寺管主表彰式挨拶　坂東全木協連会長

来賓祝辞　福谷奈良県農林部長

地
の
紹
介
（
平
成
三
十
年
十
月

十
八
日
、
広
島
市
開
催
）
が
行
わ

れ
、
最
後
に
中
村
暢
秀
大
阪
府
木

連
会
長
が
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
て
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

こ
の
後
、
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
に

お
い
て
、
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
出

席
の
下
、
懇
親
会
が
盛
況
に
開
催

さ
れ
た
。

第 5 2 回全国木材産業振興大会

～ 人にやさしい木の文化と社会をめざして ～

宣言決議

　木材利用の拡大は、森林・林業の活性化のみならず地球温暖化の防止、地域経済の活性

化などを通じ、豊かな暮らしや低炭素社会の実現に大きく貢献するものであり、森林資源

が充実しつつある中、　「伐って、使って、植えて、育てる」という循環利用の確立が重要

である。

　木材に対する関心も益々高まってきており、公共建築物、住宅分野はもとより、中高層

建築物、非住宅分野などでの木材利用が進みつつあるが、我々が木材を優先して活用する

‘ウッドファースト社会’の実現に向けて、政府、与党、経済界に訴えてきた成果が着実

に浸透しているものと認識している。

　今後とも、戦後続いてきた木材から非木材への流れを変え、木材の復権を確実なものに

するため、安全・安心な木材の安定供給体制の構築とともに、これまであまり木材の活用

がなされてこなかった分野での木材利用を拡大していくための制度創設など、時代が求め

る課題を認識し、広く消費者・ユーザーからの理解と支援が得られる取組を木材産業界自

らが率先して展開していくことが重要である。

　そのため、次の事項について、経済界など多様な関係者の連携の下に英知を結集して行

動する。

１．森林吸収源対策等の安定財源確保のため、「森林環境税」を実現する。

２．木材利用の大幅な拡大を実現するため、法律、制度の見直しを含めた木材利用拡大

　　運動を進める。

３．木材産業振興のための予算の確保、税制措置の継続に取り組む。

４．木材利用を創出するための技術開発・普及等に取り組む。

５．東京オリンピック・パラリンピック関連施設への木材利用を拡大する。

６．ＪＡＳ製品等、品質・性能の確かな木材供給や人材の育成確保に取り組む。

以上、決議する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 29 年 11 月 9 日

第 52 回全国木材産業振興大会 

協
同
組
合
連
合
会
を
加
え
、
経
済

界
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
含
め
た
幅
広

い
国
民
各
層
と
連
携
し
て
、
森
林
・

山
村
の
再
生
や
木
材
利
用
拡
大
に

向
け
た
取
組
を
行
っ
て
来
た
。

　

そ
の
結
果
、
昨
年
閣
議
決
定
さ

れ
た
成
長
戦
略
に
お
い
て
公
共
建

築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
の
見
直

し
を
含
め
た
木
造
・
木
質
化
の
推

進
に
向
け
て
更
な
る
施
策
を
検
討

す
る
と
の
記
述
が
盛
り
込
ま
れ
る

な
ど
、
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
て

い
る
。

　

本
年
は
、
全
日
本
木
材
市
場
連

盟
も
加
わ
り
、
森
林
環
境
税
や
都

市
の
木
質
化
に
向
け
た
抜
本
的
対

策
の
創
設
な
ど
に
取
組
む
と
と
も

に
、
森
林
・
山
村
を
憂
い
、
日
本

の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
協
力
を

惜
し
ま
な
い
企
業
、
消
費
者
、
Ｎ



森林・林業の再生に向けた共同行動宣言２０１７ 

 

　戦後造成された森林資源が利用期を迎える中、日本の森林は将来に向けて
その健全性を確保していくための大きな変換点に差し掛かっている。
　木材価格の低迷等による森林所有者の経営意欲の低下という現実の中、長
年にわたる努力により育まれてきた森林資源を有効に活用し、持続的な森林
経営を通じて環境にやさしい社会を構築していくことは、森林・林業関係者
のみならず多くの国民から求められる課題となっている。

　こうした状況の下、これまでも森林・林業・木材産業関係団体が一丸となっ
て、経済界との連携や関係行政機関への働きかけ等に取り組んできたところ
である。これまでの我々の行動により、昨年閣議決定された成長戦略におい
て公共建築物等木材利用促進法の見直しも含めた木材利用促進のための対策
を検討すると記述されるなど、一定の成果に結びついたと認識している。

　今後、我々、森林・林業・木材産業関係者は、森林・林業の再生への動き
をさらに加速化していくため、引続き森林環境税の創設や都市の木質化へ向
けた抜本的対策の創設などに取組むとともに森林・山村の現状を憂い、日本
の森林・林業の再生に協力を惜しまない企業、消費者、NPO 等と力を合わせ
国産材の安定供給・需要拡大を実現していくため「国産材を活用し日本の森
林を守る運動推進協議会」を立ち上げ、日本の森林・林業の再生に向けて、
これまで以上の決意をもって取り組んでいく覚悟である。

　こうした決意の下、国民各層との連携を図りながら、日本の森林・林業そ
して山村の再生を実現するため、下記の事項に共同して取り組むことを宣言
する。

記 

 

１．日本の森林が直面する経営放棄地や境界不明森林などの基本的命題に対応

するため、森林環境税の創設を求めることとし、森林・林業界を挙げた行動

を一層進めるとともに、関係団体においても施業の集約化、効率化等日本の

林業の競争力を高めるための取組をより一層強化する。 

 
２．国産材需要の大宗を占める住宅建築が将来的に減少すると見込まれる中、

国産材の安定的な需要を確保していくため、非住宅分野での国産材利用拡大

への取組を強化することとし、進み始めている新たな技術の活用による需要

の掘り起こしや民間建築物への木材利用拡大のための法制度の創設等に向け

た取組を強化する。 

 
３．「伐って、使って、植えて、育てる」森林資源の循環利用のサイクルを可能

とするため、「国産材を優先的に利用して日本の森林を守る活動」に賛同する

企業、消費者、NPO 等との連携・協力の下、国産材の活用に対する情報発信

に取組むなど、国産材の安定供給・需要拡大へ向けた具体的な行動を展開す

る。 

 
平成２９年１０月２７日 

 
一般社団法人日本林業協会会長   一般社団法人全国木材組合連合会会長 

全国森林組合連合会会長      一般社団法人日本林業経営者協会会長 

全国素材生産業協同組合連合会会長 一般社団法人全日本木材市場連盟会長 
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前
大
会
以
降
退
任
団
体
長
表
彰
者
名
簿

木
材
産
業
功
労
表
彰
者
名
簿

全
木
連
会
長
感
謝
状

神　

奈　

川　
　

髙　

橋　

秀　

行　

岐　
　
　

阜　
　

後　

藤　

直　

剛

静　
　
　

岡　
　

内　

山　
　
　

弘　

愛　
　
　

知　
　

鈴　

木　

和　

雄　

兵　
　
　

庫　
　

松　

野　

正　

和　

鳥　
　
　

取　
　

前　

田　

八
壽
彦　

熊　
　
　

本　
　

児　

玉　

文　

雄　

宮　
　
　

崎　
　

横　

田　

欽
一
郎　

フ
ロ
ー
リ
ン
グ　
　

久
津
輪　

光　

一　

全
木
協
連
会
長
感
謝
状　
　

神　

奈　

川　
　

髙　

橋　

秀　

行　

材　
　
　

商　
　

天　

野　

洋
一
郎　

新　

東　

京　
　

内　

田　

鉄　

夫　

岐　
　
　

阜　
　

後　

藤　

直　

剛　

静　
　
　

岡　
　

内　

山　
　
　

弘　

愛　
　
　

知　
　

西　

垣　

洋　

一　

兵　
　
　

庫　
　

松　

野　

正　

和　

鳥　
　
　

取　
　

前　

田　

八
壽
彦　

長　
　
　

崎　
　

鶴　

田　
　
　

修　

熊　
　
　

本　
　

児　

玉　

文　

雄　

宮　
　
　

崎　
　

横　

田　

欽
一
郎

　

林
野
庁
長
官
感
謝
状　

北　

海　

道　
　

大　

澤　

友　

厚　
　

群　
　
　

馬　
　

堀　

川　

正
一
郎　
　

東　
　
　

京　
　

井　

内　

良　

平　
　

富　
　
　

山　
　

森　

内　

清　

秀　
　

石　
　
　

川　
　

廣　

村　

修　

一　
　

福　
　
　

井　
　

天　

谷　

光　

治　
　

岐　
　
　

阜　
　

杉　

山　
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・
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表
彰
名
簿

独立行政法人 農林漁業信用基金
〒101-8506 東京都千代田区内神田1丁目1番12号（ｺｰﾌﾟﾋﾞﾙ11階）
TEL:03(3294)5585～558６ FAX:03(3294)5595
URL:http://www.jaffic.go.jp

〇事業に必要な資機材の購入、人件費や燃料費の支払い
〇災害等で事業に入れない期間の掛かり増し経費
〇事業規模の拡大

などで一時的な資金が必要な方にもご利用いただけます。

林業・木材産業の皆様の融資を支援いたします。

当基金は、法律により国や都道府県の出資をもとに設立された公的機関で、昭和３８年の
林業信用保証制度の創設以来、多くの皆様にご利用いただいております。

「銀行から融資を受けたいけれど・・・」とお考えの林業・木材産業の経営者
の皆様、もしも返済できなくなった場合に当基金が返済を肩代わりする
債務保証を利用すれば、融資が受けやすくなります。

まずはお近くの銀行、信用金庫、信用組合などの金融機関、
当基金の窓口へお気軽にご相談ください。

閉会の言葉　中村大阪府木連会長

次期開催地挨拶　菅野中国支部長（左から 4人目）

みどりの女神　野中葵さん

代表謝辞　有馬大阪府木連理事

間伐紙（木になる紙）を使用しています。
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